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緒 言

われわれは第1報D及 び第2報2)に おいてイ ソ=コ チ

/酸 ヒドラジ ド(INAH)がBCGのTransam㎞ase

及び脱水素酵素 の作用を阻害する ことを報告 したが,こ

れ とは別にAronson等3)はINAHがBCGの 號珀酸

脱水素酵素 に影響を与 えない ことを認め る と と も に,

BCGの カタラーゼ作用を阻害す る ことを報告 した｡そ

こでわれわれ もこの成績 を追試す るとと も に,N-ls(》

nicoti町1-N'-g1"cos又Ihybrazine(rNGH),N-lsonic(>

ti町1-N'・isopropylhydrazine(INPH)の 影響を も併せ

て実験 したので,そ の成績を報告 したい と思 う｡

実 験 材 料 及 び 実 験 方 法

1)菌 浮游液の調製

Sauton培 地 に7～10日 間培養 したBCGを 集菌,硝

子玉 と.ともに振量 して均等浮游液 とし,遠 心沈澱 により

2回 洗灘後,pH7.4の0.015M燐 酸緩衝液 にて湿菌

量3・ng/ccの 菌浮游液 とした｡な おINAH耐 性菌 も同

様の処理を行い実験 に供 した｡

2)過 酸化水素水

30%過 酸化水素水 をpH7.4の0.005M燐 酸緩衝液

にて稀釈 しO・05M溶 液 とした｡

3)Warburg検 圧計の容器 の主室 に上記菌浮游液1｡Occ

と.】NAH或 いはINGH或 いはINPH溶 液 の所要濃

度のもの1.06ら 側室 には過酸化水素水O.3cc,中 央小

室 には30%苛 性 カ リO.2ccを 加 え,全 量3ccと な る

ように主室 に蒸溜水 を加 える｡斯 くて既定 の方法 に従い

発生す る酸素 量を測定 した｡な お対照 としてBCG浮 游

液による酸素 消費 を測定,こ れによ り酸素発生量 を補正

したe'

実 験 成 績

第1図 は各種濃度のINAHに よるBCGカ タラーゼ

作用の阻害度をみた成績で ある｡す なわち最終濃度M

/100】NAHは 約65%,M/10001NAHは 約20%の 阻

害を示 した｡

第2図 は100Y/tclNAH耐 性BCG浮 游液を酵素材

料 として使用 した実験成績 である｡こ の際のM/100]〔N

第1図AHに よる阻害度は約50

BCGヵ タラーゼに対 す る%で あ り,感 受性菌 との

INAHの 影響(pH7・4)間 に有 意の差 を見出す ご

メ馬 とはで きなかつた｡
30

豚灘./
第4図 は各M/500及蓬

びMノ1000のINGH及

0102030分 びINPHの 作 用 を 検 し

第2図 た 成 績 で あ る が,INGH

100Y/ccINAH耐 性BCGINPH各M/500に お い

ヵ タ ラ ーゼ に対 す るINAHて そ れ ぞ れ約20%及 び

の影 響30%,M/1000に おLて

メ 馳 そ れ ぞ れ7%及 び20%
100

.の 阻害 を認 め た｡
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報告 したTransaminase

Ol｡203｡分 及び脱水素酵素に対す る

場合 と同様,培 養実験における これ等物質の結核 菌発育

阻止力 と平行 しない｡又 】NAH耐 性BCGに よる本反

応 に対す るINAHの 影響は感受性菌 との聞に顕 著な差

は見出 し得ないoこ れ等 の事実か ら本反応の阻害 がIN

AHの 抗菌力 の重要 な因子 と考 えるのは 早 計 と思おれ



獅

第3図

BCGカ タ ラ ー ゼに対

す るINAH,INPH,

INGHの 影 響 比 較

簗4図

BCGヵ タ ラ師 ゼ に対 す る

INGH,INPHの 影響

ノ泌窃

分

る｡し か し先 に報告 した諸反応 に対する と同様,何 等 か

の役割 を果 している ことは想像に難 くない｡

又INAHの 本 反応 阻 害 の様 式 に関 して は 未 だ全 く不

明 で あ り,な お 研 究 の余 地 あ る もの と考 えて い る｡

結 論

1)INAH,INGH及 びINPHはBCGの カタ 弓｡

ゼ作 用 を阻 害 す る｡そ の強 さ はINAH,INPH,INGH

の順 で あ る0

2)INAH耐 性BCGの ヵタ ラー一・ゼ作 用 も感 受 性菌

の場 合 と同 様,INAHに よ り阻 害 され る｡

稿 を終 るに 臨 み終 始 御 懇 切 な御 指 導,御 校 閲 を賜つ

た堂 野 前 教 授 及 び 河盛 助教 授 に深 く感 謝 す る｡又 本 研

究 費 の一 部 は丈 部 省科 学研 究費 に よつ た｡言 己して謝意

を表 す｡
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